啓林館　深進数学Ｂ(数Ｂ709)，深進数学Ⅲ(数Ⅲ707)，深進数学Ｃ(数Ｃ707)　観点一覧表
〔内容の取扱い〕
	観　点
	内　容

	内容の取扱いについて，内容を網羅するあるいは，内容を精選するなど，個に応じた学習への工夫があるか。
	・必要な内容を精選した「コア編」と，数学的思考力を養う「探究編」の2部構成とし，生徒の理解度や授業進度の応じて柔軟な取り組み方ができるようにしました。

・応用的な内容は「参考」として，一律に学習する必要がない扱いにしています。
・効果的に学習ができるように，導入や展開の仕方，指導の順序に工夫をこらしました。

	身近な内容が取り上げられ，生徒の興味や関心に対する配慮がなされているか。
	・各章の章扉ではその章で学習する内容に関連した身近な疑問を掲載し，その章で学習する内容に関心がもてるようにしました。（例えば数学Ｂp.5のうさぎのつがい，p.45の選挙速報など）
・各節の導入では身近な題材を取り上げ，その節で学習する内容に関心がもてるようにしました。（例えば数学Ｂp.6のトランプタワー，数学Ｃp.6の風向・風力など）
・章末に「Beyond Math」と題しその章で学習した内容が身のまわりでどのようなところで利用されているかを紹介しています（例えば数学Ｂp.44の複利法による返済）。さらに，数学史的な内容を，巻末(例えば数学Ｂp.164)で取り上げています。

	基礎力や応用力がつくように工夫されているか。
	・本文をより深く理解することを助けるために，多くの「例」を取り上げて説明しました（Ｂ：42題，Ⅲ：83題，Ｃ：68題）。さらに，学習内容を使って解く代表的問題である「例題」を積極的に取り上げました（Ｂ：24題，Ⅲ：58題，Ｃ：24題）。
・例題には必要に応じて解の前に「方針」をおいて，解の指針や重要な考え方がわかるようにしました。
・「コア編」で学んだ知識から数学的に思考力を養うことができる題材を，「探究」として扱いました（Ｂ：5題，Ⅲ：7題，Ｃ：9題）。
・「探究」で扱った問題は「探究編」で，思考の流れに重点をおき丁寧に解説しました。

	特定の事項・事柄を強調しすぎず，バランスよく扱うよう配慮されているか。
	・指導内容は基礎的・基本的なものに重点をおき，次第に発展的なものへと展開するようにしています。

・単なる公式等の丸暗記にならないように，どうしてこうなるのかという部分が身につくような流れを心がけています。

	生徒の自主的・自発的学習を促す適切な工夫がなされているか。
	・本文の内容に関連した興味深い話題をColumn（例えば数学Ｂp.66，数学Ｃp.110～111など）として取り上げました。

・本文の内容の発展的な事柄を参考・発展として取り上げ，生徒がさらに進んで数学を学ぶ楽しさが味わえるようにしました（例えば数学Ｂp.40，p.112～113など）。

	教科及び科目の目標を達するために必要な内容となっているか。
	・数学的なものの見方・考え方を伸ばし，その中から，創造的な思考力と本質的な数学の学力，そして論理的な思考力を身につけさせることを目的に編集しました。
・『探究編』では，コア編で学習した基本的な数学の知識を理解し応用するだけでなく，その学習過程の中で，自ら主体的に「要するにこういうことなのだ」と悟り，さらに，「それではこの場合にはどうなるのか」と積極的に思考を発展させられるように工夫しています。



〔単元の構成・配列及び分量〕
	          観　点
	深進　数学Ｂ（数Ｂ709）
	  深進　数学Ⅲ（数Ⅲ707）
	深進　数学Ｃ（数Ｃ707）

	学習が効果的に進められるよう配慮されているか。
	・既習事項との関連を考慮し，前見返しに既習事項のまとめを掲載しました。また，本文中で既習事項を記した部分には紙面右隅に既習であることを示す罫線を配しました。

・学習が効果的に進められるように導入部分や展開の仕方を工夫しました。

	
	・「第２章　統計的な推測」の同時分布や確率変数の和の期待値では，例を豊富に扱い，結論をわかりやすくしました。（p.53～55）
	・「第２章　関数とその極限」の逆関数を求める場面では，いろいろな逆関数を求めたあとで例外として逆関数をもたない関数を扱うことで，本質的な内容が定着できるようにしています。（p.39）
	・「第１章　ベクトル」の内積の定義では，三角比の知識を用いて，成分表示での計算へ展開させています。（p.20～21）

・「第２章　複素数平面」の動点の描く図形では，式変形による考察のあと，点の移動における考察を扱い，多様な考え方ができるようにしています。（p.86）

	自主的・自発的学習ができるように構成されているか。
	・数項目を１つの節にまとめ，節末に問題をおく構成にし，各節には１つの話題のまとまりがわかるよう小見出しを入れました。
・『探究編』は，生徒が１人で読み進められるよう，丁寧な解説を掲載しました。また，『挑戦』や『養おう』といった，生徒の興味・理解度に応じて取り組むことができる問題を用意しました。

	
	・「第１章　数列」の等差数列・等比数列・Σ・階差数列の一般項や和の公式を導く際には，側注や図解，色を効果的に使用し，理解しやすいように配慮しています。（p.8，11，14，16，19，21，24）
	・「第１章　数列の極限」の数列の極限では，単純な関数から数列の収束・発散を一般的に定義し，理解しやすいように配慮しています。（p.6～9）

・「第４章　積分法」のいろいろな立体の体積を求めるときに，複数の考え方を示し，さらに別解を考えることもできるようにしています。（p.192～193）
	・「第１章 ベクトル」では，ベクトルという新しい概念の意味や導入を丁寧に扱っています。（p.6～7）

	相互に関連をもち，系統的・発展的に構成されているか。
	・「第２章　統計的な推測」の仮説検定では，数学Ⅰで学習した考え方との関連を考え，身近な例から導入を行いました。（p.87）
	・「第４章　積分法」の立体の体積では，体積を求めるときの考え方を数学Ⅱ「第５章　微分と積分」での面積を求める際の考え方に合わせることで，系統的に理解できるようにしています。（p.157～158）
	・「第１章　ベクトル」の空間のベクトルにおいては，平面上のベクトルと同様の取り扱いができるということを直感的に理解できるようにしています。（p.41～53）
・「第３章　平面上の曲線」は，数学Ⅰ「第２章　2次関数」で学習したy＝ax2の形から入るようにし，その後標準形に移るようにしています。（p.92～93）

	教育課程における単位数に照らして分量が適切であるか。
	・完全学校週５日制に対応できるように，本文については１単位３０時間としても十分指導されるように内容を配分しています。必要な内容を精選した「コア編」と，数学的思考力を養う「探究編」の2部構成として柔軟な指導ができるようにし，また，既習事項や既習の考え方である記載事項には既習線を配して，これらを目安に効率よく授業できるように配慮しました。

	基本的な事柄については，反復練習ができるように工夫されているか。
	・基本的な内容の理解と定着をはかり，総合的な応用力を養えるように，問題の配列を工夫しました。
・例，例題のあとの「問」や「練習」で学習内容の理解と定着をはかり，節末の「問題」や章末の「章末問題Ａ，章末問題Ｂ」で，総合的な応用力を養うことができるようにしました。本文や例，例題，問において節末問題に関連している部分には，該当の問題へのリンクを入れ，スムーズに演習が可能となるよう工夫しました。

	内容の扱いが羅列的でなく，扱いや配列に配慮されているか。
	・記述は簡潔に要領よくまとめ，図版を多く入れ，色刷りを有効に用いて，すっきりと見やすい紙面にしました。

・重要語句とその定義が一目でわかるように工夫しました。（重要語句：太字，その定義：破線）


